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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  スペーサ周辺の液晶の配向乱れによる光漏れ
を生じさせないようにする。
【解決手段】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち、一方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート
信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数
のドレイン信号線が形成され、これら各信号線で囲まれ
た画素領域に、ゲート信号線からの走査信号によって作
動する薄膜トランジスタと、この薄膜トランジスタを介
してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電
極と、前記ドレイン信号線の上方で隣接する画素領域側
のカラーフィルタと境界を有して形成される他の色のカ
ラーフィルタとを備え、前記各基板のうち他方の基板の
液晶側の面に該基板面に形成された支柱状のスペーサを
備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち、一方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート
信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数
のドレイン信号線が形成され、
これら各信号線で囲まれた画素領域に、ゲート信号線か
らの走査信号によって作動する薄膜トランジスタと、こ
の薄膜トランジスタを介してドレイン信号線からの映像
信号が供給される画素電極と、前記ドレイン信号線の上
方で隣接する画素領域側のカラーフィルタと境界を有し
て形成される他の色のカラーフィルタとを備え、
前記各基板のうち他方の基板の液晶側の面に該基板面に
形成された支柱状のスペーサを備えることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項２】  ドレイン信号線はブラックマトリクスの
機能を兼用させていることを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項３】  支柱状のスペーサはその頂部が一方の基
板側に形成されたカラーフィルタの他の隣接するカラー
フィルタとの境界に位置づけられていることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち、一方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート
信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数
のドレイン信号線が形成され、
これら各信号線で囲まれた画素領域に、ゲート信号線か
らの走査信号によって作動する薄膜トランジスタと、こ
の薄膜トランジスタを介してドレイン信号線からの映像
信号が供給される画素電極と、前記ゲート信号線の上方
で隣接する画素領域側のカラーフィルタと境界を有して
形成される他の色のカラーフィルタとを備え、
前記各基板のうち他方の基板の液晶側の面に該基板面に
形成された支柱状のスペーサを備えることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項５】  ゲート信号線はブラックマトリクスの機
能を兼用させていることを特徴とする請求項４に記載の
液晶表示装置。
【請求項６】  支柱状のスペーサはその頂部が一方の基
板側に形成されたカラーフィルタの他の隣接するカラー
フィルタとの境界に位置づけられていることを特徴とす
る請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】  支柱状のスペーサはそれが形成されてい
る他方の基板面に対する周側面のテーパの角度θ

１
の値

が０°から４０°の範囲内に設定されていることを特徴
とする請求項１、４のうちいずれかに記載の液晶表示装
置。
【請求項８】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち、一方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート
信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数
のドレイン信号線が形成され、 *
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*これら各信号線で囲まれた画素領域に、ゲート信号線か
らの走査信号によって作動する薄膜トランジスタと、こ
の薄膜トランジスタを介してドレイン信号線からの映像
信号が供給される画素電極と、前記ドレイン信号線の上
方で隣接する画素領域側のカラーフィルタと境界を有し
て形成される他の色のカラーフィルタとを備え、
前記各基板のうち他方の基板の液晶側の面にイオンの通
過を遮断する膜を介して配向膜が形成されていることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】  液晶を介して対向配置される各基板のう
ち、一方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート
信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数
のドレイン信号線が形成され、
これら各信号線で囲まれた画素領域に、ゲート信号線か
らの走査信号によって作動する薄膜トランジスタと、こ
の薄膜トランジスタを介してドレイン信号線からの映像
信号が供給される画素電極と、前記ドレイン信号線の上
方で隣接する画素領域側のカラーフィルタと境界を有し
て形成される他の色のカラーフィルタとを備え、
前記各基板のうち他方の基板の液晶側の面にイオンの通
過を遮断する膜を介して配向膜が形成されていることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】  イオンの通過を遮断する膜はＳｉＮ、
ＳｉＯ

２
あるいは有機材料層からなっていることを特徴

とする請求項８，９のうちいずれかに記載の液晶表示装
置。
【請求項１１】  支柱状のスペーサはその頂部が一方の
基板側に形成されたカラーフィルタの前記ゲート信号線
上に形成された領域に位置づけられていることを特徴と
する請求項１もしくは４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に係
り、特に、カラー表示用のアクティブ・マトリクス型の
液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】アクティブ・マトリクス型の液晶表示装
置は、液晶を介して配置される各基板のうち一方の基板
の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこの
ゲート信号線と交差するようにして並設された複数のド
レイン信号線とで囲まれた画素領域を備え、これら各画
素領域に、ゲート信号線からの走査信号によって作動す
る薄膜トランジスタと、この薄膜トランジスタを介して
ドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と
が形成されている。
【０００３】この画素電極は、映像信号に対して基準と
なる電圧信号が供給される対向電極との間に電界を発生
せしめ、この電界によって画素領域内の液晶の光透過率
を制御するように構成されている。
【０００４】また、前記液晶の層厚は表示の輝度の均一
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化を図るため一定であることが好ましく、このため、一
方の基板に対して他方の基板とのギャップの均一化を確
保するのに、いずれかの基板の液晶側の面に形成される
支柱状のスペーサが用いられているものが知られてい
る。このスペーサは基板面に形成されたたとえば樹脂膜
を周知のフォトリソグラフィ技術による選択エッチング
をすることによって形成できる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このように構
成された液晶表示装置は、前記スペーサの周囲において
液晶の配向状態が他の部分と異なっていることが確認さ
れた。通常、該スペーサは遮光膜となるブラックマトリ
クスの形成領域に形成され、それ自体は目視されないよ
うに構成しているが、その周囲における液晶の配向状態
の乱れは該ブラックマトリクスの形成されていない領域
にも及び、たとえば光漏れという現象で観測されること
になる。
【０００６】この原因を追求した結果、前記スペーサを
形成する基板面には既に幾層ものパターン化された膜が
形成され、その表面に凹凸が顕在化されており、これが
原因で、該スペーサの周側面のテーパが所定の角度で形
成されていないことが判明した。本発明は、このような
事情に基づいてなされたもので、その目的は、スペーサ
周辺の液晶の配向乱れによる光漏れの生じない液晶表示
装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
以下のとおりである。
【０００８】手段１．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち、一
方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート信号線
とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレ
イン信号線が形成され、これら各信号線で囲まれた画素
領域に、ゲート信号線からの走査信号によって作動する
薄膜トランジスタと、この薄膜トランジスタを介してド
レイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、
前記ドレイン信号線の上方で隣接する画素領域側のカラ
ーフィルタと境界を有して形成される他の色のカラーフ
ィルタとを備え、前記各基板のうち他方の基板の液晶側
の面に該基板面に形成された支柱状のスペーサを備える
ことを特徴とするものである。
【０００９】手段２．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段１の構成を前提として、ドレイン信号線は
ブラックマトリクスの機能を兼用させていることを特徴
とするものである。
【００１０】手段３．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段１の構成を前提として、支柱状のスペーサ
はその頂部が一方の基板側に形成されたカラーフィルタ
の他の隣接するカラーフィルタとの境界に位置づけられ
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ていることを特徴とするものである。
【００１１】手段４．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち、一
方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート信号線
とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレ
イン信号線が形成され、これら各信号線で囲まれた画素
領域に、ゲート信号線からの走査信号によって作動する
薄膜トランジスタと、この薄膜トランジスタを介してド
レイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、
前記ゲート信号線の上方で隣接する画素領域側のカラー
フィルタと境界を有して形成される他の色のカラーフィ
ルタとを備え、前記各基板のうち他方の基板の液晶側の
面に該基板面に形成された支柱状のスペーサを備えるこ
とを特徴とするものである。
【００１２】手段５．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段４の構成を前提として、ゲート信号線はブ
ラックマトリクスの機能を兼用させていることを特徴と
するものである。
【００１３】手段６．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段４の構成を前提として、支柱状のスペーサ
はその頂部が一方の基板側に形成されたカラーフィルタ
の他の隣接するカラーフィルタとの境界に位置づけられ
ていることを特徴とするものである。
【００１４】手段７．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段１あるいは４の構成を前提として、支柱状
のスペーサはそれが形成されている他方の基板面に対す
る周側面のテーパの角度θ

１
の値が０°から４０°の範

囲内に設定されていることを特徴とするものである。
【００１５】手段８．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち、一
方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート信号線
とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレ
イン信号線が形成され、これら各信号線で囲まれた画素
領域に、ゲート信号線からの走査信号によって作動する
薄膜トランジスタと、この薄膜トランジスタを介してド
レイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、
前記ドレイン信号線の上方で隣接する画素領域側のカラ
ーフィルタと境界を有して形成される他の色のカラーフ
ィルタとを備え、前記各基板のうち他方の基板の液晶側
の面にイオンの通過を遮断する膜を介して配向膜が形成
されていることを特徴とするものである。
【００１６】手段９．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち、一
方の基板の液晶側の面に並設された複数のゲート信号線
とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレ
イン信号線が形成され、これら各信号線で囲まれた画素
領域に、ゲート信号線からの走査信号によって作動する
薄膜トランジスタと、この薄膜トランジスタを介してド
レイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、
前記ドレイン信号線の上方で隣接する画素領域側のカラ
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ーフィルタと境界を有して形成される他の色のカラーフ
ィルタとを備え、前記各基板のうち他方の基板の液晶側
の面にイオンの通過を遮断する膜を介して配向膜が形成
されていることを特徴とするものである。
【００１７】手段１０．本発明による液晶表示装置は、
たとえば、手段８あるいは９の構成を前提として、イオ
ンの通過を遮断する膜はＳｉＮ、ＳｉＯ

２
あるいは有機

材料層からなっていることを特徴とするものである。
【００１８】手段１１．本発明による液晶表示装置は、
たとえば、手段１あるいは４の構成を前提として、支柱
状のスペーサはその頂部が一方の基板側に形成されたカ
ラーフィルタの前記ゲート信号線上に形成された領域に
位置づけられていることを特徴とするものである。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、本発明による液晶表示装置
の実施例を図面を用いて説明をする。
実施例１．
《等価回路》図２は、本発明による液晶表示装置の一実
施例を示す等価回路図である。同図は等価回路ではある
が、実際の幾何学的配置に対応させて描いている。
【００２０】液晶を介して互いに対向配置される一対の
透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２があり、該液晶は一方の透
明基板ＳＵＢ１に対する他方の透明基板ＳＵＢ２の固定
を兼ねるシール材ＳＬによって封入されている。
【００２１】シール材ＳＬによって囲まれた前記一方の
透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面には、そのｘ方向に延在
しｙ方向に並設されたゲート信号線ＧＬとｙ方向に延在
しｘ方向に並設されたドレイン信号線ＤＬとが形成され
ている。
【００２２】各ゲート信号線ＧＬと各ドレイン信号線Ｄ
Ｌとで囲まれた領域は画素領域を構成するとともに、こ
れら各画素領域のマトリクス状の集合体は液晶表示部Ａ
Ｒを構成するようになっている。
【００２３】また、ｘ方向に並設される各画素領域のそ
れぞれにはそれら各画素領域内に走行された共通の対向
電圧信号線ＣＬが形成されている。この対向電圧信号線
ＣＬは各画素領域の後述する対向電極ＣＴに映像信号に
対して基準となる電圧を供給するための信号線となるも
のである。
【００２４】各画素領域には、その片側のゲート信号線
ＧＬからの走査信号によって作動される薄膜トランジス
タＴＦＴと、この薄膜トランジスタＴＦＴを介して片側
のドレイン信号線ＤＬからの映像信号が供給される画素
電極ＰＸが形成されている。
【００２５】この画素電極ＰＸは、前記対向電圧信号線
ＣＬに接続された対向電極ＣＴとの間に電界を発生さ
せ、この電界によって液晶の光透過率を制御させるよう
になっている。
【００２６】前記ゲート信号線ＧＬのそれぞれの一端は
前記シール材ＳＬを超えて延在され、その延在端は垂直
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走査駆動回路Ｖの出力端子が接続される端子を構成する
ようになっている。また、前記垂直走査駆動回路Ｖの入
力端子は液晶表示パネルの外部に配置されたプリント基
板からの信号が入力されるようになっている。
【００２７】垂直走査駆動回路Ｖは複数個の半導体装置
からなり、互いに隣接する複数のゲート信号線どおしが
グループ化され、これら各グループ毎に一個の半導体装
置があてがわれるようになっている。
【００２８】同様に、前記ドレイン信号線ＤＬのそれぞ
れの一端は前記シール材ＳＬを超えて延在され、その延
在端は映像信号駆動回路Ｈｅの出力端子が接続される端
子を構成するようになっている。また、前記映像信号駆
動回路Ｈｅの入力端子は液晶表示パネルの外部に配置さ
れたプリント基板からの信号が入力されるようになって
いる。
【００２９】この映像信号駆動回路Ｈｅも複数個の半導
体装置からなり、互いに隣接する複数のドレイン信号線
どおしがグループ化され、これら各グループ毎に一個の
半導体装置があてがわれるようになっている。
【００３０】また、ｘ方向に併設された各画素領域に共
通な前記対向電圧信号線ＣＬは図中右側の端部で共通に
接続され、その接続線はシール材ＳＬを超えて延在さ
れ、その延在端において端子ＣＬＴを構成している。こ
の端子ＣＬＴからは映像信号に対して基準となる電圧が
供給されるようになっている。
【００３１】前記各ゲート信号線ＧＬは、垂直走査回路
Ｖからの走査信号によって、その一つが順次選択される
ようになっている。また、前記各ドレイン信号線ＤＬの
それぞれには、映像信号駆動回路Ｈｅによって、前記ゲ
ート信号線ＧＬの選択のタイミングに合わせて映像信号
が供給されるようになっている。
【００３２】《画素の構成》図３は、透明基板ＳＵＢ１
側の前記画素領域における構成の一実施例を示す平面図
である。なお、図３のＩ－Ｉ線における断面図を図１
に、IV－IV線における断面図を図４に示している。
【００３３】透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面に、まず、
ｘ方向に延在しｙ方向に並設される一対のゲート信号線
ＧＬ（図では一方を省略している）が形成されている。
これらゲート信号線ＧＬは後述の一対のドレイン信号線
ＤＬとともに矩形状の領域を囲むようになっており、こ
の領域を画素領域として構成するようになっている。
【００３４】このようにゲート信号線ＧＬが形成された
透明基板ＳＵＢ１の表面にはたとえばＳｉＮからなる絶
縁膜ＧＩが該ゲート信号線ＧＬをも被って形成されてい
る。この絶縁膜ＧＩは、後述のドレイン信号線ＤＬおよ
び対向電圧信号線ＣＬの形成領域においては前記ゲート
信号線ＧＬに対する層間絶縁膜としての機能を、後述の
薄膜トランジスタＴＦＴの形成領域においてはそのゲー
ト絶縁膜としての機能を、後述の容量素子Ｃｓｔｇの形
成領域においてはその誘電体膜の一部としての機能する
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7
ようになっている。
【００３５】そして、この絶縁膜ＧＩの表面であって、
前記ゲート信号線ＧＬの一部に重畳するようにしてたと
えばアモルファスＳｉからなる半導体層ＡＳが形成され
ている。この半導体層ＡＳは、薄膜トランジスタＴＦＴ
のそれであって、その上面にドレイン電極ＳＤ１および
ソース電極ＳＤ２を形成することにより、ゲート信号線
ＧＬの一部をゲート電極とする逆スタガ構造のＭＩＳ型
トランジスタを構成することができる。
【００３６】ここで、前記ドイレン電極ＳＤ１およびソ
ース電極ＳＤ２はドレイン信号線ＤＬの形成の際に同時
に形成されるようになっている。すなわち、ｙ方向に延
在されｘ方向に並設されるドレイン信号線ＤＬが形成さ
れ、その一部が前記半導体層ＡＳの上面にまで延在され
てドレイン電極ＳＤ１が形成され、また、このドレイン
電極ＳＤ１と薄膜トランジスタＴＦＴのチャネル長分だ
け離間されてソース電極ＳＤ２が形成されている。
【００３７】このソース電極ＳＤ２は半導体層ＡＳ面か
ら画素領域側の絶縁膜ＧＩの上面に至るまで若干延在さ
れ、後述の画素電極ＰＸとの接続を図るためのコンタク
ト部ＣＮが形成されている。
【００３８】なお、半導体層ＡＳとドレイン電極ＳＤ１
およびソース電極ＳＤ２との界面には高濃度の不純物が
ドープされた薄い層が形成され、この層はコンタクト層
として機能するようになっている。
【００３９】このコンタクト層は、たとえば半導体層Ａ
Ｓの形成時に、その表面にすでに高濃度の不純物層が形
成されており、その上面に形成したドレイン電極ＳＤ１
およびソース電極ＳＤ２のパターンをマスクとしてそれ
から露出された前記不純物層をエッチングすることによ
って形成することができる。
【００４０】このように構成された透明基板ＳＵＢ１の
表面にはたとえばＳｉＮ膜等からなる保護膜ＰＳＶが形
成されている。この保護膜ＰＳＶは前記薄膜トランジス
タＴＦＴの液晶との直接の接触を回避して該薄膜トラン
ジスタＴＦＴの特性劣化を生じさせないために形成され
るものである。
【００４１】そして、この保護膜ＰＳＶの上面にはカラ
ーフィルタＦＩＬが形成されている。このカラーフィル
タＦＩＬはたとえば樹脂材のなかに顔料を混入させて構
成され、たとえば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色
からなっている。
【００４２】たとえば赤色のカラーフィルタＦＩＬはｙ
方向に並設される各画素領域からなる一の画素領域群に
共通に形成され、その画素領域群に対して（＋）ｘ方向
に並設される他の画素領域群に共通に緑色、青色、赤
色、緑色、……というように順次形成されている。
【００４３】このため、図１に示す画措領域におけるカ
ラーフィルタＦＩＬ（１）は、ｘ方向に隣接する他の画
素領域におけるカラーフィルタＦＩＬ（０）、ＦＩＬ
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（２）と、ドレイン信号線ＤＬ上で境界を有するように
なっている。そして、上述した各色のカラーフィルタＦ
ＩＬの上面には、対向電圧信号線ＣＬとこの対向電圧信
号線ＣＬと一体に形成された対向電極ＣＴとが形成され
ている。
【００４４】対向電圧信号線ＣＬは画素領域の中央をゲ
ート信号線ＧＬと平行に走行され、対向電極ＣＴは画素
領域内をｙ方向に延在するたとえば３本の電極群から構
成されている。そして、これら各対向電極ＣＴの離間距
離は等しいものとなっている。
【００４５】ここで、各対向電極群のうち、両脇に位置
付けられる一対の対向電極ＣＴ、換言すればドレイン信
号線ＤＬに隣接する対向電極ＣＴは他の対向電極ＣＴよ
りも若干その幅が大きく形成されている。
【００４６】この理由は、ドレイン信号線ＤＬからの電
気力線がそれに隣接する対向電極ＣＴに終端させやすく
し、その対向電極ＣＴを越えて後述の画素電極ＰＸに終
端するのを防止するためである。画素電極ＰＸに該電気
力線が終端した場合にそれがノイズとなってしまうから
である。
【００４７】前記対向電圧信号線ＣＬおよび対向電極Ｃ
Ｔが形成されたカラーフィルタＦＩＬ上には該対向電圧
信号線ＣＬおよび対向電極ＣＴをも被ってたとえばＳｉ
Ｎからなる絶縁膜が形成されている。この絶縁膜は後述
する画素電極ＰＸとの絶縁を図る層間絶縁膜ＩＮとなる
ものである。
【００４８】そして、この層間絶縁膜ＩＮの上面には画
素電極ＰＸが形成されている。この画素電極ＰＸは前述
の対向電極ＣＴと同様にｙ方向に延在されｘ方向に並設
された複数（図では２本）の電極群から構成され、か
つ、これら画素電極ＰＸは、平面的に観た場合、前記対
向電極ＣＴの間に該対向電極ＣＴと隙間を有して位置づ
けられるようになっている。すなわち、これら各電極
は、一方の側のドレイン信号線ＤＬから他方の側のドレ
イン信号線ＤＬにかけて、対向電極ＣＴ、画素電極Ｐ
Ｘ、対向電極ＣＴ、画素電極ＰＸ、……、対向電極ＣＴ
の順にそれぞれ等間隔に配置されている。
【００４９】また、このように電極群からなる画素電極
ＰＸは、それらが前記対向電圧信号線ＣＬと重畳された
部分で互いに電気的に接続されている。そして、この部
分は比較的大きな面積を有し、対向電圧信号線ＣＬとの
間に前記保護膜ＰＳＶを誘電体膜とする容量素子Ｃｓｔ
ｇが形成されるようになっている。この容量素子Ｃｓｔ
ｇは、たとえば画素電極ＰＸに供給された映像信号を比
較的長く蓄積させる等の機能をもたせるようになってい
る。
【００５０】そして、このように画素電極ＰＸが形成さ
れた透明基板ＳＵＢ１の上面には該画素電極ＰＸをも被
って配向膜ＯＲＩ１が形成されている。この配向膜ＯＲ
Ｉ１は液晶と直接に当接する膜で、その表面に形成され
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9
たラビングによって該液晶の分子の初期配向方向を決定
づけるようになっている。なお、透明基板ＳＵＢ１の液
晶と反対側の面には位相差フィルムＰＦ１および偏光板
ＰＯＬ１が順次貼付されている。
【００５１】《透明基板ＳＵＢ１の製造方法》図５は、
前記透明基板ＳＵＢ１の製造方法の一実施例を示す工程
図である。以下工程順に説明する。
【００５２】工程１．（図５（ａ））
透明基板ＳＵＢ１を用意し、その液晶側の面（主表面）
にたとえばＣｒとＣｒ－Ｍｏ合金の順次積層体を形成す
る。この積層体を周知のフォトリソグラフィ技術による
選択エッチング方法によってゲート信号線ＧＬ（図示さ
れていない）を形成する。その後、該ゲート信号線ＧＬ
をも被って、透明基板ＳＵＢ１の主表面にたとえばＳｉ
Ｎからなる絶縁膜ＧＩを形成する。
【００５３】前記絶縁膜ＧＩの形成に引き続いて、さら
に、Ｓｉからなる半導体膜ＡＳ、該半導体膜ＡＳの表面
にＰ（燐）を微量添加させたドープ半導体層の順次積層
体を形成する。
【００５４】前記半導体層ＡＳをドープ半導体層ととも
に周知のフォトリソグラフィ技術による選択エッチング
方法によってエッチングし、薄膜トランジスタＴＦＴの
形成領域のそれを残存させる（図示されていない）。こ
の場合、絶縁膜ＧＩはエッチングすることなく残存させ
ておく。
【００５５】工程２．（図５（ｂ））
透明基板ＳＵＢ１の主表面の全域にＣｒとＣｒ－Ｍｏ合
金の順次積層体を形成し、これを周知のフォトリソグラ
フィ技術による選択エッチング方法によってエッチング
し、ドレイン信号線ＤＬ、薄膜トランジスタＴＦＴのド
レイン電極ＳＤ１およびソース電極ＳＤ２を形成する。
なお、同図ではドレイン信号線ＤＬのみが図示されてい
る。その後、前記ドレイン電極ＳＤ１およびソース電極
ＳＤ２をマスクとして半導体層ＡＳの表面に形成された
ドープ半導体層をエッチング除去する。
【００５６】工程３．（図５（ｃ））
そして、透明基板ＳＵＢ１の主表面の全域にたとえばＳ
ｉＮからなる保護膜ＰＳＶを形成する。なお、図示され
ていないが、該保護膜ＰＳＶは、ソース電極ＳＤ２の延
在部の一部、ゲート信号線ＧＬの端子部、ドレイン信号
線ＤＬの端子部が露出されるようにパターン化され、こ
れにより形成された孔から露出された前記絶縁膜ＧＩに
も孔を形成する。
【００５７】工程４．（図５（ｄ））
前記保護膜ＰＳＶの上面にカラーフィルタＦＩＬを形成
する。この場合、たとえば、緑色に着色されたカラーフ
ィルタＦＩＬ、赤色に着色されたカラーフィルタＦＩ
Ｌ、青色に着色されたカラーフィルタＦＩＬというよう
に順次形成する。この場合、各色のカラーフィルタＦＩ
Ｌにはそれぞれソース電極ＳＤ２の延在部の一部を露出
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させる孔が形成される。
【００５８】また、一の色のカラーフィルタＦＩＬに対
してその両側に配置される他の色のカラーフィルタＦＩ
Ｌとの境界はドレイン信号線ＤＬ上に位置づけられるよ
うにして形成される。この場合、一の色のカラーフィル
タＦＩＬと他の色のカラーフィルタＦＩＬとの境界はそ
れらが若干の幅で重畳されるように構成してもよい。こ
のようにした場合前記重畳部はドレイン信号線ＤＬ上に
おいて遮光膜の機能を有するようになり、透明基板ＳＵ
Ｂ１上にブラックマトリクスＢＭを形成したのとほぼ同
様の効果を有するようになる。
【００５９】工程５．（図５（ｅ））
透明基板ＳＵＢ１の主表面の全域にＣｒとＣｒ－Ｍｏ合
金の順次積層体を形成し、周知のフォトリソグラフィ技
術による選択エッチングによって、画素電極ＰＸを形成
する。この場合、画素電極ＰＸはカラーフィルタＦＩＬ
および保護膜ＰＳＶに形成された孔を通して薄膜トラン
ジスタＴＦＴのソース電極ＳＤ２と電気的な接続が図れ
るようになる。
【００６０】工程６．（図５（ｆ））
透明基板ＳＵＢ１の主表面の全域にアクリル系有機絶縁
膜を形成する。このアクリル系有機絶縁膜は前記画素電
極ＰＸの後述する対向電極ＣＴとの層間絶縁を図る層間
絶縁膜ＩＮとしての機能を有するようになる。
【００６１】工程７．（図５（ｇ））
ＣｒとＣｒ－Ｍｏ合金との順次積層体を形成し、周知の
フォトリソグラフィ技術による選択エッチングによって
対向電極ＣＴおよび対向電圧信号線ＣＬを形成する。
【００６２】工程８．（図５（ｈ））
透明基板ＳＵＢ１の主表面の全域にたとえばポリイミド
系有機絶縁膜を形成し、この表面をラビング処理するこ
とにより配向膜ＯＲＩ１を形成する。また、透明基板Ｓ
ＵＢ１の液晶と反対側の面に位相差フィルム、および偏
光板を順次貼付する。
【００６３】《透明基板ＳＵＢ２の構成》図１に示すよ
うに、透明基板ＳＵＢ１と液晶を介して対向配置される
透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面には、ブラックマトリク
スＢＭおよびカラーフィルタＦＩＬが形成されていない
構成となっている。上述したようにカラーフィルタＦＩ
Ｌは透明基板ＳＵＢ１側に形成しており、また、ブラッ
クマトリクスＢＭはドレイン信号線ＤＬおよびゲート信
号線ＧＬにおいて同様の機能をもたせているからであ
る。
【００６４】そして、透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面に
は支柱状のスペーサＳＰが形成されている。このスペー
サＳＰはたとえば透明基板ＳＵＢ２の面に形成した樹脂
膜を選択エッチングにより形成したもので、画素領域の
任意の個所に、また、液晶表示部ＡＲ中において任意の
数に設定して形成することができる。また、前記樹脂膜
をその膜厚を均一にして形成する限り各スペーサＳＰは
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その高さを全て一様に形成することができる。
【００６５】この実施例では、前記スペーサＳＰは一画
素領域当たりたとえば１個設けたものを示し、その頂部
はドレイン信号線ＤＬの上方、換言すれば、色の異なる
各カラーフィルタＦＩＬの境界に対向するようにして位
置づけられている。
【００６６】ドレイン信号線ＤＬにはブラックマトリク
スＢＭの機能を兼用させていることから、該スペーサＳ
Ｐは遮光領域内に形成され、画素の開口率の低減に影響
を与えなくて済むからである。
【００６７】また、ゲート信号線ＧＬもブラックマトリ
クスＢＭの機能を兼用するため、スペーサＳＰをゲート
信号線ＧＬの上方、換言すれば、同一の色のカラーフィ
ルタＦＩＬ上に形成してもよい。
【００６８】なお、図示されていない他の画素領域にお
けるスペーサＳＰにおいても、図１に示す個所に形成さ
れ、これにより、各透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の間の
ギャップの均一化を図っている。
【００６９】ここで、前記スペーサＳＰは、その中心軸
を含む平面で断面をとった形状を考慮すると、右側のテ
ーパの角度をθ

１
とし左側のテーパの角度をθ

２
とした

場合に、前記θ
１
は、θ

２
－１０＜θ１＜θ

２
＋１０の

範囲に抑えることができる。すなわち、前記スペーサＳ
Ｐはその固定部となる平面に対するスペーサ底部での全
周のテーパの角度をほぼ均一にすることができ、ある特
定方向におけるテーパの角度が他の方向におけるテーパ
の角度と極端に異なってしまうということがなくなる。
【００７０】このように構成できる理由は、スペーサＳ
Ｐを形成する透明基板ＳＵＢ２の表面が該スペーサＳＰ
を中心とした広い領域に及んで平坦化が確保されている
からである。
【００７１】しかも、前記θ

１
の値を０°から４０°の

範囲内にすることで、該スペーサＳＰを後述する配向膜
ＯＲＩ２によって被った状態のその周囲の液晶の配向状
態を改善でき、さらに０°から３０°の範囲とすること
で実用上液晶表示部ＡＲのそれと区別する必要ないレベ
ルに改善できる。そして、さらに、０°から１０°の範
囲内とすることで、液晶表示部ＡＲのそれとほぼ同様に
なることが確かめられた。
【００７２】そして、前記スペーサＳＰが形成された透
明基板ＳＵＢ２の表面には該スペーサＳＰをも被って配
向膜ＯＲＩ２が形成されている。なお、透明基板ＳＵＢ
２の液晶と反対側の面には位相差フィルムＰＦ２および
偏光板ＰＯＬ２が順次貼付されている。
【００７３】《透明基板ＳＵＢ２の製造方法》図６は、
前記透明基板ＳＵＢ２の製造方法の一実施例を示す工程
図である。以下工程順に説明する。
工程１．（図６（ａ））
まず、透明基板ＳＵＢ２を用意する。
【００７４】工程２．（図６（ｂ））
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該透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面にたとえばアクリルか
らなる樹脂材をたとえばスピンコートで塗布し、これに
より形成された膜厚０．５～６μｍの目的とするギャッ
プに応じた厚みの樹脂層を周知のフォトリソグラフィ技
術による選択エッチング法を用いて選択エッチングす
る。残存された樹脂層は支柱状のスペーサＳＰを構成す
るようになり、その側壁面は透明基板ＳＵＢ２側に末広
がり状となるテーパが形成される。このテーパは該スペ
ーサＳＰの中心軸の全周に対してほぼ均等な角度を有
し、このためスペーサＳＰに対してその中心軸を含むい
くつかの断面をとった場合、それらの形状は全て同じ断
面形状となるように形成される。該スペーサＳＰを表面
が完全な平面となっている透明基板ＳＵＢ２上に形成で
きるからである。
【００７５】工程３．（図６（ｃ））
前記透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面に前記支柱上のスペ
ーサＳＰをも被ってたとえばポリイミドからなる樹脂材
をたとえば印刷法で形成し、これにより形成された樹脂
膜を配向膜ＯＲＩ２として構成する。
【００７６】工程４．（図６（ｄ））
前記透明基板ＳＵＢ２の液晶と反対側の面に、位相差フ
ィルムＰＦ２および偏光板ＰＯＬ２を順次貼付する。
【００７７】実施例２．図７は、本発明による液晶表示
装置の他の実施例を示す構成図で、図１と対応した図と
なっている。図１の場合と比較して異なる構成は、透明
基板ＳＵＢ２において、その液晶側の面の少なくとも液
晶表示部ＡＲの領域にたとえばＳｉＮからなる薄膜ＴＨ
Ｆが形成され、この薄膜ＴＨＦの上面に前記支柱状のス
ペーサＳＰおよび配向膜ＯＲＩ２が形成されている。前
記薄膜ＴＨＦは、透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面の大部
分の領域において配向膜ＯＲＩ２しか形成されていない
ことに鑑みて形成されたものである。
【００７８】すなわち、該配向膜ＯＲＩ２の一部領域に
欠損が生じ、そこから透明基板ＳＵＢ２の表面が露出し
た場合に、透明基板ＳＵＢ２内からアルカリイオンが液
晶側へ染み出でるようになり、該液晶の比抵抗を下げて
しまい、表示において輝度むらや輝度低下を引き起こす
ことになる。
【００７９】前記薄膜は、このような不都合を解消する
ために形成されるもので、透明基板ＳＵＢ２内のアルカ
リイオンが液晶側へ染み出すのを回避する機能を有す
る。このことから、この薄膜の材質としては必ずしもＳ
ｉＮに限定されることはなく、ＳｉＯ

２
であってもよ

く、また、有機材料層からなるものであってもよい。ま
た、前記薄膜は支柱状のスペーサＳＰ上に形成してもよ
い。該スペーサＳＰからの汚染物質の染み出しを構造的
に回避できるからである。
【００８０】実施例３．図８は、前記実施例１の構成を
前提にしたもので、透明基板ＳＵＢ１および透明基板Ｓ
ＵＢ２のそれぞれにアライメントマークＡＭ１、ＡＭ２
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13
を形成し、これらアライメントマークＡＭ１、ＡＭ２に
よって透明基板ＳＵＢ１に対する透明基板ＳＵＢ２に対
する合わせ精度を良好にしたものである。
【００８１】これにより、透明基板ＳＵＢ２側に形成さ
れた支柱状のスペーサＳＰを、その頂部が透明基板ＳＵ
Ｂ１の各画素領域のうちの所定の個所に正確に対向させ
て、換言すれば、前記スペーサＳＰをブラックマトリク
スＢＭの機能を兼ねるドレイン信号線ＤＬ上にずれなく
配置させることができる。
【００８２】図９では、透明基板ＳＵＢ２および透明基
板ＳＵＢ１における各アライメントマークの位置を示す
ともに（図９（ａ））、透明基板ＳＵＢ２側のアライメ
ントマークＡＭ２を十文字形のパターンとし（図９
（ｂ））、これに対して、透明基板ＳＵＢ１側のアライ
メントマークＡＭ１を前記十文字形を一定の距離を隔て
て囲むようにした十文字枠のパターンとして（図９
（ｃ））構成していることを示している。
【００８３】このような各アライメントマークは、図１
０に示すように十文字枠のパターン内に十文字形のパタ
ーンがそれらの中心を一致づけて配置されることによっ
て、透明基板ＳＵＢ１に対する透明基板ＳＵＢ２に対す
る合わせがずれなくなされていることを示すことにな
る。
【００８４】ここで、透明基板ＳＵＢ１側のアライメン
トマークはたとえばゲート信号線ＧＬの形成と同時に該
ゲート信号線ＧＬと同一の材料で形成され、透明基板Ｓ
ＵＢ２側のアライメントマークはたとえば支柱状のスペ
ーサＳＰと同一の材料で形成されている。
【００８５】透明基板ＳＵＢ１側のアライメントマーク
はゲート信号線ＧＬの材料、ドレイン信号線ＤＬの材料
のいずれによって形成してもよい。本実施例では、特
に、カラーフィルタＦＩＬの形成領域外にアライメント
マークを形成したため、ゲート信号線ＧＬもしくはドレ
イン信号線ＤＬの材料で形成することで認識性の優れた
アライメントマークとでき、透明基板ＳＵＢ２側の支柱
状のスペーサＳＰの材料によるアライメントマークとの
光学的識別を充分に図ることができる。
【００８６】なお、図１１は前記実施例２の構成を前提
にしたもので、透明基板ＳＵＢ１および透明基板ＳＵＢ
２のそれぞれにアライメントマークＡＭ１、ＡＭ２が形
成されていることを示している。
【００８７】実施例４．上述した各実施例の液晶表示装
置は、そのいずれもがいわゆる横電界方式と称されるも
ので、一方の透明基板側に隣接配置された画素電極ＰＸ
と対向電極ＣＴとの間に該透明基板とのほぼ平行な成分
の電界によって液晶を挙動させる構成のものを示した。
【００８８】しかし、いわゆる縦電界方式と称されるも
のにおいても本発明を適用できることはいうまでもな
い。縦電界方式は、たとえば透明基板ＳＵＢ１の画素領
域の周辺を除く中央部の大部分の領域に透光性の導電材*
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*で形成された画素電極ＰＸが形成されており、この画素
電極ＰＸは上述した各実施例と同様に薄膜トランジスタ
ＴＦＴのソース電極ＳＤ２と接続されている。
【００８９】一方、透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面には
その各画素領域に共通に透光性の導電材で形成された対
向電極ＣＴが形成され、この対向電極ＣＴには映像信号
に対して基準となる電圧信号が供給されるようになって
いる。
【００９０】各透明基板の間に介在された液晶は前記画
素電極ＰＸとこの画素電極ＰＸと対向する対向電極との
間に発生する電界（透明基板に対して垂直方向の電界）
によって挙動されるようになる。
【００９１】このような構成の液晶表示装置にあって、
カラーフィルタＦＩＬを透明基板ＳＵＢ１側に形成する
ことによって、上述した各実施例の場合と全く事情が同
様となる。この場合、透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面に
は対向電極ＣＴが形成されているが、この対向電極ＣＴ
は各画素領域に共通に形成され、凹凸のない平坦な膜と
して形成されることになる。このため、支柱状のスペー
サＳＰは、上述した各実施例の場合と同様に、たとえ対
向電極ＣＴが形成されていても、凹凸のない平坦な面を
有する透明基板ＳＵＢ２に形成されることになる。
【００９２】実施例５．上述した各実施例では、各カラ
ーフィルタＦＩＬはドレイン信号線ＤＬの長手方向に沿
って並設された各画素領域に共通に形成されたものであ
る。しかし、これに限定されず、各カラーフィルタＦＩ
Ｌをゲート信号線ＧＬの長手方向に沿って並設された各
画素領域に共通に形成するようにしてもよいことはいう
までもない。このようにした場合、スペーサＳＰはその
頂部がゲート信号線ＧＬの上方に対向配置させることに
よって上述したと同様な効果をもたらすことができる。
【００９３】
【発明の効果】以上説明したことから明らかとなるよう
に、本発明による液晶表示装置によれば、スペーサ周辺
の液晶の配向乱れによる光漏れを生じさせないようにす
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明による液晶表示装置の画素の一実施例
を示す構成図で、図３のＩ－Ｉにおける断面図である。
【図２】  本発明による液晶表示装置の一実施例を示す
等価回路図である。
【図３】  本発明による液晶表示装置の画素の一実施例
を示す平面図である。
【図４】  図３のIV－IV線における断面図である。
【図５】  本発明による液晶表示装置の透明基板ＳＵＢ
１の製造方法の一実施例を示す工程図である。
【図６】  本発明による液晶表示装置の透明基板ＳＵＢ
２の製造方法の一実施例を示す工程図である。
【図７】  本発明による液晶表示装置の画素の他の実施
例を示す平面図である。
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【図８】  本発明による液晶表示装置の他の実施例を示
す平面図である。
【図９】  本発明による液晶表示装置の他の実施例の効
果を示す説明図である。
【図１０】  本発明による液晶表示装置の他の実施例の
効果を示す説明図である。
【図１１】  本発明による液晶表示装置の他の実施例を*
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*示す平面図である。
【符号の説明】
ＳＰ…スペーサ、ＯＲＩ２…配向膜、ＳＵＢ２…透明基
板、ＳＵＢ１…透明基板、ＧＬ…ゲート信号線、ＤＬ…
ドレイン信号線、ＰＳＶ…保護膜、ＦＩＬ…カラーフィ
ルタ、ＰＸ…画素電極、ＣＴ…対向電極、ＴＦＴ…薄膜
トランジスタ、ＯＲＩ１…配向膜。

【図１】

【図２】

【図６】

【図９】
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【図７】
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要解决的问题：防止由于间隔物周围液晶排列混乱而造成的光泄漏。 在以彼此之间的液晶彼此面对的多个基板之中，在一个基板的
液晶侧表面上平行布置的多个栅极信号线和平行布置以与这些栅极信号线相交的多个栅极信号线。 形成漏极信号线，并且在由这些
信号线中的每一个围绕的像素区域中，由来自栅极信号线的扫描信号操作的薄膜晶体管和经由该薄膜晶体管被提供有来自漏极信号
线的视频信号的像素电极。 并且形成另一种颜色的滤色器，该另一种颜色的滤色器在与漏极信号线上方相邻的像素区域侧上以及在
各个基板的另一基板的液晶侧表面上与滤色器具有边界。 提供形成在基板表面上的柱状间隔物。
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